
日
本
人
は
“
ラ
ン
キ
ン
グ
好
き
”
と
言
わ
れ
ま
す
。

外
国
に
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ク
付
け
や

音
楽
チ
ャ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
朝
の
テ
レ
ビ
の

占
い
か
ら
、
芸
能
人
グ
ル
ー
プ
の
「
総
選
挙
」
に
至
る

ま
で
、
様
々
な
ラ
ン
キ
ン
グ
が
日
本
中
に
あ
ふ
れ
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

戦
国
武
将
の
武
勇
ラ
ン
キ
ン
グ

～
三
枚
の
“
武
将
番
付
”
よ
り
～写真①「武勇名鑑番付表」(落0116）

そ
の
よ
う
な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
日
本
に
お
け
る
元
祖
的

存
在
が
相
撲
の
番
付
表
で
す
。
近
世
以
降
に
は
そ
の
形

式
を
模
し
た
各
種
の
番
付
が
作
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
史
料
「
落
穂
文
庫
」
の
中
か
ら
、
戦
国
武
将

に
関
す
る
木
版
刷
り
の
番
付
表
を
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
「
武
勇
名
鑑
番
付
表
」（
写
真
①
）
で
す
。
こ

れ
は
戦
国
期
の
主
な
大
名
・
武
将
な
ど
を
ラ
ン
ク
付
け

し
た
も
の
で
す
。
東
の
最
高
位
（
江
戸
時
代
の
相
撲
の

番
付
表
で
は
大
関
の
場
所
）
に
は
大
将
軍
と
し
て
「
足

利
大
納
言
義
晴
」
（
室
町
幕
府
十
二
代
将
軍
）
、
西
の
大

将
軍
に
は
「
織
田
右
大
臣
信
長
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
佐
竹
義
宣
は
尼
子
晴
久
な
ど
と
共
に
前
頭
辺

り
の
場
所
に
格
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
撲
の
番
付
表

で
は
行
司
が
記
さ
れ
る
中
央
の
部
分
に
は
「
真
田
左
衛

門
佐
幸
村
」
が
い
ま
す
。
中
央
の
一
番
下
に
は
「
勧
進

元
」
と
し
て
「
太
閤
記
」
「
北
越
軍
記
」
「
甲
陽
軍
記
」

と
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
軍
記
を
元
に
作
成
さ
れ

た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
事
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
武
者
鑑
番
付
表(

一)

」（
写
真
②
）

※
以
下(

一)

、
「
武
者
鑑
番
付
表(

二)

」
（
写
真
③
）
※
以

下(

二)

と
い
う
、
二
つ
の
番
付
表
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
点
は
主
に
織
豊
政
権
期
か
ら
大
坂
の
陣
に
か

写真②「武者鑑番付表(一)」(落0117）

け
て
活
躍
し
た
武
将
の
名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。(

一)

に
は
、
東
の
最
高
位
に
石
田
三
成
の
家
老
で
あ
っ
た
「
島

左
近
」、
西
に
尼
子
氏
の
再
興
に
尽
力
し
た
「
山
中
鹿
之

助
」（
幸
盛
）
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
司
の
位
置
の
中

央
に
は
「
山
本
勘
助
入
道
晴
行
」、
佐
竹
氏
配
下
の
武
将

と
し
て
は
「
梅
津
半
左
衛
門
」「
渋
江
内
蔵
助
」
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
梅
津
半
左
衛
門
は
「
黄

鬼
」
と
い
わ
れ
た
梅
津
半
右
衛
門
憲
忠
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
秋
田
県
関
係
で
は
生
駒
氏
に
「
生
駒
善
助
」（
善
長

か
）
の
名
が
見
え
ま
す
。

ま
た
（
二
）
の
東
の
最
高
位
は
「
後
藤
又
兵
衛
」、
西

に
は
「
吉
川
駿
河
守
」（
元
春
）
が
陣
取
り
ま
す
。
行
司

の
位
置
の
中
央
に
は
「
直
江
山
城
守
兼
次
」、
佐
竹
氏
配

下
と
し
て
「
戸
村
重
太
夫
」（
十
太
夫
義
国
）・
「
渋
江
内

膳
」（
政
光
）・
「
車
ノ
丹
波
守
」（
車
斯
忠
）、
生
駒
氏
の

配
下
に
「
脇
江
緑
右
衛
門
」「
黒
田
久
六
」
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
番
付
は
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
作
成
者
の
主
観
が
多
分
に
入
っ
た
も
の
で
す
の

で
、
居
並
ぶ
人
名
や
そ
の
格
付
け
に
つ
い
て
は
大
い
に

異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
そ
の
ラ

ン
ク
付
け
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
と
言
い
合
う
の
が
ま
た

楽
し
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

歴
史
は
好
き
だ
け
ど
、
古
文
書
の
く
ず
し
字
は
読
め

な
く
て
…
と
い
う
方
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
か
ら
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
煙
山
英
俊
】

写真③「武者鑑番付表(二)」(落0118）
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七
月
の
「
古
文
書
解
読
講
座
」
に
は
、
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
企
画
展
「
秋
田
と
海
」
を
二
階
特
別
展
示

室
で
開
催
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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江
戸
時
代
、
秋
田
藩
で
は
、
藩
内
の
主
要
な
河
川
に
、

往
来
す
る
川
船
の
観
察
、
ま
た
積
み
荷
か
ら
十
分
の
一

の
税
を
徴
収
、
通
行
者
の
監
視
を
す
る
こ
と
を
仕
事
と

す
る
「
十
歩
一
番
所
」
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。
雄
物

川
左
岸
に
あ
る
秋
田
市
豊
岩
に
も
「
川
方
番
所
」
と
渡

船
場
を
も
兼
ね
た
「
豊
巻
十
歩
一
番
所
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）、
前
記
の
秋
田
市
豊
岩
（
豊

巻
）
に
は
由
利
領
と
の
境
に
「
境
口
番
所
」
が
置
か
れ
、

関
所
的
役
割
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
雄
物
川
の
治
水
対

策
と
し
て
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
か
ら
延
宝
三
年
（
一

六
七
五
）
ま
で
の
長
い
年
月
を
か
け
、
大
き
く
湾
曲
を

し
て
い
た
川
筋
を
直
流
さ
せ
る
開
削
工
事
が
終
了
す
る

と
、
川
筋
が
豊
岩
側
に
寄
っ
た
た
め
「
川
方
番
所
」
も

兼
ね
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
川
筋
が
変
化
し
た
た
め
か
、

後
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
の
石
田
坂
に
移
さ
れ
、

豊
巻
十
歩
一
番
所
と
し
て
幕
末
ま
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
移
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
す
。
元
禄
の
頃
に
移

さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
と
も
か
く
番
所
に
は
、
御
会
所
か
ら
藩
士
一
名
と

足
軽
二
名
を
交
代
で
監
督
に
当
た
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
番
所
は
金
銭
を
扱
い
、
ま
た
渡
し
場

で
も
あ
る
た
め
人
命
も
扱
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
少

な
か
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル
も
時
折
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
番
所
で
は
、
船
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

川
船
に
は
、
用
途
に
よ
り
種
々
の
形
と
大
き
さ
も
大
小

さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
渡
し
船
と
大
き
な

船
と
し
て
馬
船
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
享
保

九
年
（
一
七
二
四
）
に
藩
か
ら
「
繰
船
」
と
い
わ
れ
る

桂
木
製
の
船
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
豊
岩
の
記
録
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
渡
船
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
川
向
こ
う
の
仁
井
田
、
牛
島
を
経
て
久
保
田

へ
向
か
う
道
筋
に
当
た
る
の
で
、
地
元
の
人
た
ち
の
他

に
由
利
領
の
人
た
ち
も
多
く
通
り
、
利
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

『
岡
本
元
朝
日
記
』
か
ら
拾
う

～
『
豊
巻
十
歩
一
番
所
』
の
あ
れ
こ
れ
～

「
岡
本
元
朝
日
記
五
七

宝
永
七
年
九
月
～
十
二
月
」

（
混
架
〇
〇
七
―
三
八
〇
―
五
七
）
に
次
の
よ
う
な
話

が
あ
り
ま
す
。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
九
月
二
七
日

（
新
暦
の
十
一
月
七
日
）
の
暮
れ
過
ぎ
、
寺
内
代
官
の

岡
崎
郷
右
衛
門
か
ら
、「
豊
巻
十
歩
一
番
所
で
渡
船
が
乗

り
沈
み
し
、
渡
し
守
二
人
と
馬
一
匹
が
見
え
な
い
」
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
元
朝
は
「
た
ぶ
ん
大
人
数
を

乗
せ
た
か
ら
で
し
ょ
う
」
と
言
い
、
詳
し
く
調
べ
て
報

告
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
日
置
い

た
二
九
日
の
報
告
で
は
、「
船
で
沈
ん
だ
人
た
ち
は
由
利

郡
の
人
た
ち
で
、
こ
ち
ら
の
渡
し
守
と
合
わ
せ
て
九
人

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
元
朝
は
、「
調
査
を
打
ち
切
り
に
い
た
せ
」
と
申
し
付

け
た
と
あ
っ
て
、
こ
の
後
の
処
理
は
ど
う
な
っ
た
か
一

切
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
不
思
議
で
す
。

こ
の
番
所
を
往
来
す
る
時
は
、
証
明
に
な
る
焼
印
を

提
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
焼
印

は
藩
か
ら
村
へ
下
げ
置
か
れ
て
い
て
、
往
来
の
節
は
こ

れ
を
見
せ
、
挨
拶
し
て
通
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の

番
所
で
焼
印
の
紛
失
事
件
も
あ
り
、
再
発
行
を
願
い
出

た
記
事
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
番
所
は
廃
藩
置
県
後
に
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
船

場
と
し
て
村
の
経
営
と
な
り
、
昭
和
三
○
年
代
ま
で
経

営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
嵯
峨
稔
雄
】

「
豊
巻
十
歩
一
番
所
風
景
図
」
（
ス
ケ
ッ
チ

武
藤
一
郎
）

◆
「
歴
史
講
座
」
の
開
催

当
館
で
は
、
こ
の
秋
、
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
県
指
定
文
化
財
の
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」（
県

Ｃ
―
六
〇
三
）
や
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
秋
田
と
海
」

を
題
材
と
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
八
月
十
七
日(

金)

よ
り
参
加
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
に
達
し

次
第
、
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
館
閲
覧
室
及
び
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
申
込
用
紙
を
配
布
中
で
す
。

○
第
一
回

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
も
の
が
た
り

―
正
保
年
間
の
国
絵
図
作
成
と
戦
後
の
再
発
見
―

・
日
時

九
月
二
一
日
（
金
）

午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時

・
会
場

当
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
第
二
回

企
画
展
「
秋
田
と
海
」
を
見
る

・
日
時

十
一
月
二
九
日
（
木
）

午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時

・
会
場

当
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

公
文
書
館
よ
り
お
知
ら
せ

馬
を
乗
せ
た
川
船
の
様
子

（
大
仙
市
総
合
民
俗
資
料
交
流
館
「
く
ら
し
の
歴
史
館
」
）


